




岡山 県久 米 郡久 米南 町  

◆視 察 先 の概 要  

久 米 南 町 は岡 山 県 の中 央 部 やや東 寄 りに、浄 土 宗 開 祖 法 然 の生 誕 の地 で

知 られ、また、川 柳 で町 おこしを行 っている。  

平 地 が少 なく大 半 が山 林 と高 原 地 帯 で、昭 和 ２９年 に１町 ３村 で合 併 し久 米

南 町 に。 

人 口 は４，１００人 、高 齢 化 率 ４５％、面 積 は７８㎢となっている。  

◆視 察 の内 容  

A I を活 用 したデマンド交 通 「かっぴーのりあい号 」について  

・のりあい号 運 行 前 は民 間 路 線 バス、タクシー事 業 者 もなく、１時 間 に１本 の

J R とコミュニティバスのみ。  

・コミュニティバスを町 内 全 域 に左 右 まわりで走 らせるが、便 ごとに経 路 が変 わ

っていたり、乗 車 が長 時 間 、バス停 も高 低 差 があり歩 けないなども問 題 で、バ

スをやめ、デマンド交 通 「かっぴーのりあい号 （事 前 予 約 性 ・定 時 運 行 ）」の運

行 を始 めた。 

・町 内 を５つのゾーンに分 け、往 復 １２便 を走 らせたが予 約 制 のため利 用 しづ

らい、利 用 が特 定 の便 に集 中 し非 効 率 、ゾーン外 への予 約 方 法 がわかりに

くいなどの問 題 が。 

・解 消 する方 法 として、A I の配 車 システムがあることがわかり、検 討 を始 めた

が、ネックになったのが導 入 の経 費 だったが、「トヨタモビリティ基 金 」に応 募 し

採 択 され導 入 に。 

・A I システム「未 来 シェア S AV S I 」を活 用 し２０２０年 １月 より実 施 。  

・特 徴 としては 

①  時刻 の決 まりが無 くて、いつでもどこでも行 けるように。  

②  乗車 の直 前 まで予 約 が可 能 に。  

③  ネットで予 約 ができるように。  

・当 初 はタクシー車 両 ６台 で運 行 していたが、５台 に削 減 し土 日 祝 日 の運 行

や運 行時 間 も拡 大 した。  

・２０１９年 開 始 当 初 は利 用 者 が８７００人 だったが AI 導 入 後 ２０２２年 は１万 ８   

７００人 となった。  

・利 便 性 向 上 と運 行 効 率 化 による効 果 として、１利 用 当 たりの経 費 が大 幅 に

改 善 されたり、利 用 者 増 に伴 い乗 り合 い率 も上 昇 。  

・住 民 の反 応 としては 

①  行 きたい買 い物 先 まで、１人 で行 けるようになった。（６６％）  

②  外出 頻度 が増 えた。（４０％）  

③  その他 の目 的 利 用 が４，５倍 に増 加 し、余 暇 活 動 の利 用 が増 加 した。  



・運 賃 は距 離 に関 わらず１回 ３００円 、町 外 の人 も利 用 することができる。免 許

を返 納 した６５歳 以 上 に交 付 される「おかやま愛 カード」を持 つ人 は半 額 の１

５０円 で利 用 できる。  

・タクシー事 業 者 への委 託 料 （補 助 金 ）は約 ４０００万 円 。システム利 用 料 が２

００万 円 。 

・以 前 から行 っている半 額 助 成 の「タクシー券 」はかなり絞 られた。  

予 約 の方 法 は「すぐに来 てほしい」 「来 れる時 間 で」 「目 的 地 に着 きたい時

間 」の３パターンある。  

・タクシー事 業 者 への差 額 料 金 の補 填 額 は８００万 円 。  

 

◆所 感  

町 の公 共 交 通 事 業 費 としてタクシー事 業 者 への補 助 金 ４，０００万 円 とシステ

ム利 用 料 ２００万 円 とのことで、民 間 バス会 社 がいないことで有 効 活 用 されてい

ると感 じた。 

コンサルを入 れて３年 間 でこの事 業 を作 ったとのことだった。  

タクシー車 両 ４台 は町 が購 入 したが県 が半 額 の補 助 の制 度 もある。 

安 価 な運 賃 と個 人 で電 話 で利 用 したいときに利 用 できる使 いやすさは AI の大

きな効 果 と思 う。  

タクシー券 に替 わる費 用 の活 用 として今 後 の当 市 での取 組 の可 能 性 を提 案

していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

昨 年 建 替 え ら れ た 新 庁 舎  議場 にて  



岡山 県総 社 市  

◆視 察 先 の概 要  

岡 山 県 南 西 部 に位 置 し岡 山 市 、倉 敷 市 と隣 接 し、瀬 戸 内 海 特 有 の温 暖 少

雨 の地 域 。 

まちの住 みごごちランキングは県 内 １５市 で１位 。  

弱 者 支 援 を推 進 し、全 国 屈 指 の福 祉 文 化 先 駆 都 市 を目 指 し、「福 祉 国 家

プログラム」を策 定 している。  

人 口 は６９０００人 、面 積 は２１１㎢、人 口 は微 増 傾向 。  

◆視 察 の内 容  

・ひきこもり支 援 は平 成 ２９年 度 から始 め、プログラムのメニューに「ひきこもり支

援 部 会 」をつくり、「ひきこもりから社 会 参 加 ２００人 」を達 成 するとしている。  

・平 成 ２７年 「ひきこもり支 援 等 検 討 委 員 会 」を設 置 し、２８年 に実 態 把 握 を行  

い２０７人 のひきこもりがいることを把 握 した。  

・２９年 、市 はひきこもりに特 化 した相 談 窓 口 「ワンタッチ」を社 会 福 祉 協 議 会

に委 託 し設 立 。社 会 福 祉 士 の資 格 を持 った専 門 相 談 員 ２名 が対 応 してい

る。 

・これまでの相 談 数 は実 質 相 談 者 は４７４人 、延 べ相 談 件 数 は２８，３３３件 で、

そのうち社 会 参 加 人数 は８８人 となっている。  

・ ３ ０年 には当 事 者 が自 由 に訪 れることができる常 設 居 場 所 として、空 き家 を

活 用 した「ほっとタッチ」を開 設 。平 日 の１５時 から１７時 までの２時 間 、相 談

員 やひきこもりサポーター（無 償 ボランティア）が対 応 し、毎 日 、平 均 ４名 が利

用 している。（サポーターは現 在 ９７人 が登 録 し、養 成 講 座 も開 催 している）ま

た、ひきこもり家 族 会 の「ほっとタッチの会 」を設 立 。  

・R３年 には常 設 居 場所 「ほっとタッチぽえむ」も開 設 した。  

当 初 、基 礎 自 治 体 が支 援 を行 う経 費 はすべて市 の単 独 だったが R１年 度 か 

らは国 の補 助 もはじまった。  

・ R １年 ８月 にはひきこもり支 援 に積 極 的 に取 組 む５市 長 を集 めたサミットを開

催 し、全 国 から７００名 が参 加 。基 礎 自 治 体 がひきこもり支 援 を行 う意 義 ・必

要 性 を全 国 に発 信 した。  

・委 託 料 は人 件 費 や居 場 所 の運 営 費 などで１，６００万 円 で半 分 は国 の補 助    

金 。  

・ 「ひきこもりは当 事 者 やその家 族 が悪 いのではなく、ひき込 まざるを得 なくした

社 会 が悪 いのである。であるから行 政 （首 長 ）が全 力 で支 援 して行 くべきであ

る」との市 長 の熱 い想 いの元 、取 組 んでいる。  

 

 



◆所 感  

人 口 の２％がひきこもりの実 態 ではないかとの国 の情 報 から、今 後 、総 社 市 で

も改 めて実 態 調 査 に取 組 んでいくとのことで、先 進 市 でも実 態 把 握 には困 難

があるように感 じた。  

２ヵ所 の居 場 所 設 置 や、保 護 者 の会 の設 置 の取 組 効 果 はとても大 きいと感 じ

たが、効 果 が大 きいとされる訪 問 相 談 の取 組 も今 後 進 めていきたいとのことだ

った。 

サミットを開 催 したり、サポーター導 入 や養 成 講 座 の開 催 など、市 民 へのひき

こもり支 援 に対 する意 識 付 けが強 くなされていると思 う。  

ひきこもり支 援 については、基 礎 自 治 体 の取 り組 みを早 急 に進 めていく必 要

性 を改 めて大 きくする視 察 だった。  

浜 田 市 でも事 業 委 託 はしているが、体 制 整 備 から実 態 把 握 、支 援 内 容 など、

今 後 様 々な提 案 をしていきたい。 

  

ほ っ と タ ッ チ の 前で  

 

弱 者 救 済 の 多 数 の 支 援 セ ン タ ー  

（ 看 板 は 市 長 の 手 書 き ）  


